
下伊那南部建設事務所

着工前の様子：道の駅「遠山郷」周辺

長 野 県 建 設 部

完成イメージ図：道の駅「遠山郷」周辺

遠山川は、「人（地域住民やこの地を訪れる人）」、「自然（山里、周辺環境、河川環境）」、

「文化（歴史、祭祀、街道、城下町）」を、ゆったりと抱いてきた、唯一無二の中心的な存在

です。

人・自然・文化を「音符」に例え、遠山川という「五線譜」に、今も、そしてこれからも、す

ばらしい「ハーモニー」を「奏で」ていけるよう願いを込め、目標(基本理念)としました。

さらに、「奏でつづける」には、将来にわたって人々の安全・安心を「護る」、自然環境を

「護る」（環境・景観の保全）、文化・伝統を「守る」（伝承）という意味を込めています。

ハード整備以外の取り組み
「川づくり」から「まちづくり」へ ～奏でつづける＝「持続性のある取り組み」～

①「遠山郷いい川づくり推進会議」の結成

川づくりの目標を推進するための活動を行う組織として、H25.10.24に地域の代表者の方々で結成されまし

た。委員22名、オブザーバー5名で構成され、年間活動計画を策定し、実施→評価→改善を行い、次年度

の活動へ活かす取り組みを行っています。具体的な活動としては現場研修会、河川維持活動、モニタリング

調査等を行っています。

②河川維持活動の実施

上記の推進会議を河川愛護活動支援事業「活動団体」へ登録し、地区の他の活動団体や地域住民と協

働で河川敷地の草刈りや、ゴミ拾い等の清掃活動を行っています。

また、活動団体の高齢化等により人力不足となる作業や、重機を使用しないと困難な作業については、

「わがまちの川」美化事業により、地元建設会社と協力して作業を行っています。

③モニタリング調査の実施

多自然川づくりは、川の自然な営みや複雑な自然現象の中で、変化を許容する川づくりです。そのため、

工事が完成した時点で終わるのではなく、その後の川づくりの目標達成状況についてモニタリング調査を行う

ことが大切です。

遠山川においては、 H27年度より地域住民と協働で、定点観測等のモニタリング調査を実施しています。

現場研修会の様子

河川維持活動の様子

定点観測：遠山中学校横

遠山川に近づく人が多くなりました！

ハード整備、河川維持活動、遠山郷いい川づくりのPR等の活動を行うにつれ、遠山川で遊ぶ人が増えてきました。河川敷を日常の散歩道として使

用したり、魚のつかみ取りやスイカ割りのイベントを行う等、今までになかった光景を確認することができました。

より一層地域に愛される川となり、今以上に川を大切にしてもらえるよう、今後も地域住民と協働で遠山郷いい川づくりを推進していきます。

散歩する親子 魚のつかみ取り スイカ割り



【事業概要】
遠山川は、南アルプスを源流とし、天竜川へ合流する一級河川です。当箇所は重要水防区域に指定されおり、周辺には緊急輸送路である(国)152号、防災拠点である飯田市南信濃自治振興センター、ヘリポート等があり、生活拠点である学校等の公共施

設、観光施設の道の駅等が存在し、地域の生活・経済の拠点となっています。 しかし、近年の豪雨等による河床低下が著しく、増水時の洗掘により既設護岸工の損傷が危惧され、堤内地に甚大な影響がでる恐れがあるため、安全･安心な川づくりを推進すべ

く、最新の多自然川づくりの考え方を取り入れると共に地域の皆様と共に計画検討を進めました。現在、局部的な河床低下等のネック箇所の解消を図り、河川が本来有している多様な河川空間を創出するため、遠山川の自然石を利用した治水対策を進めて

います。また、低水部では花火大会が毎年開催される等しており、道の駅「遠山郷」を中心とし、地域と協働しつつ特色のある親水設備の整備を進めています。
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凡　　　例

・護岸未整備区間（L=64m）の護岸工を整備。

・工法は上下流の構造物の馴染みをよくし、景観に配慮した練石張を採用。

・小段を設け、通路の連続性を確保。
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洗掘防止のため、巨礫を含む土砂で埋戻す

練石張（多自然型）
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1,5001,000

2
,
0
00

4,500

1:
0.

5 1:1.0

2,000

平面図 断面図

・頭首工下流の河床低下を防ぐため、自然石連結工法による帯工を設置。

・アーチ状（曲線）に据付ける事により水脈筋を河川中央部に導く。

・帯工の下流側にプールを設け、帯工を越水してくる水を停滞（淵の創出）

させる。

・堤外水路護岸の側方浸食を防ぐため、根固め工を設置。

(1.00)

吸出し防止材(t=10mm)

裏込材(C80～150㎜）

法面部

巨石積

巨石張

天端部
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▽計画河床高

ステンレスワイヤー φ５mm

胴込材(C80～150㎜）自在アンカーSUS
アンカー側シャフトφ６mm
背面シャフト φ6mm

φ10mm L=55mm
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・景観および環境に配慮し、石材を曲線状に据え付ける。

吸出し防止材(t=10mm)
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人の導線

人の導線 水際に近づきやすくするため、
1：1.0勾配で巨石を配置

下側には比較的大きい粒径を設置

2.0ｍの巨石を点在する
流出の防止および景観の多様性を考慮し

1.0程度の巨石を1：1.0勾配で配置

流出防止のための巨石を配置

緩やかに流水させるための巨石配置

寄石工 L=45.0m

・現況地形を生かしながら親水広場を設ける。

・親水空間としての「たまり」の形成。

・水辺に近づきやすくい緩勾配の低水河岸。

断面図

▽計画河床高

２割勾配で巨石を配置

（1/50）

水際に近づきやすくするため、

頂部が出る巨石を設置
計画河床まで堆砂しても20cm程度

たまりを形成させるため、入口より低く、
みお筋より高く河床高を設定

河川横断方向に環石を設置
側方からの外力に抵抗するため、
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①階段工の設置

・護岸天端から親水広場へアプローチできる階段工の設置。

②スロープの設置

・子供からお年寄りまでの多くの人が、容易にアクセスできるスロープを２箇所設置。

③遊びの施設

・例えば子供が滑り台として遊べる施設として、護岸の一部をコンクリート張に改良。

親水区間へのアプローチ空間の整備。
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張構造図階段工構造図 スロープ工断面図
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親水護岸ブロック

吸出し防止材

連結鉄筋

階段基礎(1)

調整コンクリート

じゃかご張

裏込材

裏込材

覆 土

・南信濃自治振興センターからヘリポートまでの河川空間の活用、防災機能

としての通路を確保。

(1:2.0～3.0)
護床ブロック

表層工： 3cm

路盤工：10cm

▽計画河床
歩道舗装

高水敷断面図

・水辺に近づきやすい低水河岸を創出のため、緩やかに覆土。

3.00

(7.00)

深部は大粒径の礫で覆土

表層は細粒径砂礫で覆土
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・河床の安定と落差の解消、上流の河床回復を図るための帯工を設置。

帯工構造図
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・自然石連結工法により、景観と魚類の遡上に配慮した構造とする。
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(64.30) (曲線長 L=70.1m)

・露出している根固ブロックを保護するため、自然石連結工法による根固め工を施工。

根固め工断面図
一 般 部

・水際の入り組みと土砂の堆積を促すための床張を設置。

床張設置部

法面部 床張部

護床ブロック
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天端部

巨石用NTアンカー

巨石用NTアンカー

天端部 法面部

護床ブロック
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巨石用NTアンカー
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覆土

水際には大きめの石を配置する

覆土

巨石（φ1.0～1.5m）

巨石（φ1.0～1.5m）

巨石（φ1.0～1.5m）

巨石（φ1.0～1.5m）

巨礫を含む土砂で埋戻す

・左岸に寄ったみお筋を河川全体に分散させるための水制工を設置。

巨石長径φ1.0m～1.5m

巨石長径φ～1.0m

(1:1.5)

巨石床張工用ＮＴアンカー

SUS φ15mm ＋SUSワイヤーφ6mm

SUS φ20mm ＋ SUSワイヤーφ9mm

巨石帯工用ＮＴアンカー
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巨石長径φ1.5m～

巨石鱗張り

正面図 断面図

・構造は自然石連結工法とし、表面は覆土する。

水制工構造図
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上流

巨石沈床施工図

・自然な河床を誘導するための巨石を設置。
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